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コンピューティング・スタイルを

オープンシステムにすることによっ

て、ソフトウェア資産コストの大幅

な低減と開発コストの削減が可能と

なった。しかし、オープンシステム

にも「従来型」と「統合型」がある。

従来型ミドルウェアとは、データベ

ース（DB）とアプリケーションサ

ーバ（AS）、それ以外の必要な機能

が分断されている状況のことであ

る。現在、オープンシステムに使わ

れるJavaテクノロジーやインター

ネットの仕組みは、歴史が浅く、イ

ンターネットシステム構築の経験を

もつプロジェクトリーダーの数も少

ないため、従来型ミドルウェアを活

り、システム構築を行う時代は終わ

り、セキュリティやポータルなどの

機能はミドルウェアの主要機能とし

て提供される時代になりました。さ

らに、そのミドルウェアの主要機能

は、実績のあるグリッド・コンピュ

ーティング上で稼動し、オープンで

スタンダードなテクノロジーを実行

することが必要です。当社は、イニ

シャル＆ランニングコスト、インテ

グレーション・コスト、運用管理コ

ストなどの『コスト削減』、ITシス

テムに起因する企業リスクを排除し

ていく『企業コンプライアンス』、

そして『標準技術の採用』により異

なるアーキテクチャを融合してビジ

ネスの変化に俊敏に対応していくこ

とを目的とした取組みを展開してい

ます。」

メインフレーム・コンピューティ

ング、クライアント／サーバ・コン

ピューティングの時代を経てきた今

日の ITシステムを表現するキーワ

ードは、SOA（サービス指向アー

キテクチャ）やEA（エンタープラ

イズ・アーキテクチャ）など様々で

ある。その中で真の競争力のある
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用するにはリスクが伴ってしまう。

一方、統合型ミドルウェアは、業

務アプリケーションの実行に必要な

要素を全て揃え、DBとの統合運用

を可能にすることで、従来型ミドル

ウェアの課題を解決したものであ

る。Oracle 10gが提供するグリッ

ド・コンピューティングのテクノロ

ジーを活用し、その上でオープンス

タンダードなテクノロジーにより業

務アプリケーションの実行に必要な

全ての機能を提供する「Orac le

Fusion Middleware」は、統合型ミ

ドルウェアの代表的なものである。

Oracle Fusion Middlewareは、運

用管理ツールである「O r a c l e

Enterprise Manager」がグリッ

ド・コンピューティングを構成する

Oracle Database 10gの管理と

Oracle Fusion Middlewareの機能、

その環境上で稼動するアプリケーシ

ョンまでを一括で管理する（図１参

照）。つまり、アプリケーションに

トラブルが発生した場合でも、アプ

リケーションの特定から問題点の分

析や切り分け、パフォーマンスを向

上させるための最適なチューニング

までを一括して行うのである。

Oracle Fusion Middlewareは、

SOAの実現に最適である。SOAに

よるプロセス統合の中心となるアー

キテクチャにBPEL（Business

Process Execution Language）が

ある。 S O A の実現には、この

BPELテクノロジーを中心としたラ

イフサイクルが必要である。Oracle

Fusion Middlewareには、BPELのデ

ザインに必要な「Oracle BPEL

Designer」、プロセスの実行を行う

「Oracle BPEL Process Manager」、

Business Activity Monitoringなどの

機能が搭載されている。今日の日本

市場で、SOAのライフサイクルを全

て実現できるのは、Oracle Fusion

Middlewareだけである。

また、プロセスが統合されても、

データを統合してデータとデータの

流れに一貫性を持たせなければ迅速

な情報分析は行えない。ここで言う

データの統合とは、散在しているデ

ータを結ぶHubという仕組みを実現

することである。Oracle Fusion

Middleware は、Oracle Enterprise

Data Hubにより散在するデータを集

約し、クレンジングを行ってデータ

の価値と品質を向上させていく。

さらにオラクルは、ユーザーID管

理や安全なWebサービスの実現のた

めに、Obrix社を買収・統合した。そ

の結果、Oracle Fusion Middlewareの

セキュリティ統合は、現在のITシス

テムに必要なユーザー管理／認証、

アクセス制御、シングル・サインオ

ン、レガシーおよび他社セキュリテ

ィ・ソリューションとの連携など、

全ての要素を備えることとなり、セ

キュリティ強化のためのロジックを

全て統合することが可能となった。

セキュリティロジックが統合されて

一貫性を持つことで、開発者はアプ

リケーション毎に個別の仕組みを開

発したり、異なる仕組みのユーザー

ID管理を行う必要がなくなった。

「単にDBとASだけでシステム構

築をするのではなく、必要な機能を

全て持ち合わせた優秀なミドルウェ

アの上にシステムを構築すること

が、生産性とセキュリティを高め、

そして、部分最適であったシステム

を全体最適なシステムへと移行する

ことができるようになります。」（前

出、三澤執行役員）
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図2 Oracle Fusion Architectureによって統合されたセキュリティ基盤
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